


辰年生まれの皆様から
一言メッセージ

2024年が皆様にとって良き1年になりますように…。

境地区

大 野 琉之助 さん
　あけましておめでとうござ
います。
　僕は、今年六年生になりま

す。目標は森戸ジャイアンツで野球をしている
のでチームのみんなと力を合わせて全日本学童
軟式野球大会の県大会を勝ち上がり全国大会で
活躍したいです。そのために、毎日欠かさず素
振りをします。勉強では算数が苦手なのでがん
ばって克服したいです。

古河地区

小森谷 怜 奈 さん
　今年、年女の私は６年生に
なって頑張りたいことが二つ
あります。

　一つ目は、習い事のスイミングで自己ベスト
を更新することです。
　その為にご飯をしっかりと食べてエネルギー
をつけて、練習に励みたいと思います。
　二つ目は、お料理を覚えてお母さんのお手伝
いをすることです。
　家族に「おいしい！」と言ってもらえるよう
に頑張りたいです。

五霞地区

石 塚 陽 揮 さん
　ぼくは、来年六年生になり
ます。そして、二〇二四年に
なったらごみひろいを積極的

にやりたいと思います。なぜなら最近、畑や田
んぼ、学校の通学路などのよく通る場所で、ご
みがポイ捨てされているのを見かけるからです。
一番よく見かけるのは、レジ袋です。プラスチッ
クごみをへらすためにレジ袋が有料になったの
に、ポイ捨てが多いのがなぜなのか分かりませ
ん。だから、すこしでもポイ捨てされたごみを
へらしたり、ポイ捨てをするような人がへった
りするために、ごみひろいをしたいです。

2024年

 総和地区

金 谷 紀 孝 さん
　新年あけましておめでとう
ございます。
　今年は、自分自身の成長に

つながる仕事に積極的に取り組み、より多くの
事を学びたいと思っています。新型コロナウイ
ルスの影響が薄れ、一層の絆と希望が育まれる
事を願っています。共に素晴らしい一年を迎え
ましょう。

猿島地区

中 山 真 二 さん
　ぼくは、今年がんばりたい
ことは三つあります。
　一つ目は、人の話を聞くこ

とです。ぼくは、物をさわりながら話を聞くこ
とが多いので、物をさわらずに人の話を聞き、
言われたことはすぐにできるようにしたいです。
　二つ目は、月例テストで80点以上とることで
す。自学をしたり、復習したりして、覚えるよ
うにして80点以上を取りたいです。
　三つ目は、サッカーでがんばりたいことは、
ディフェンスでだれにもぬかれないようにした
いです。そのためには、もっと、早く走る、周
りをよく見ることです。練習をしてだれにもぬ
かれないようにしたいです。

三和地区

上 野 雪 絵 さん
　新年あけましておめでとう
ございます。
　近年、世界情勢や円安の影

響による生産資材の高騰や野菜価格の低迷には
悩まされるところも多く農家全体が厳しい状況
になっていますが、品質の良い野菜を作るとい
う目標をしっかりもって、今年も家族と協力し
ながら農業に打ち込みみんなを支えていきたい
と思っています。
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今
年
も
よ
ろ
し
く

　お願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
を
迎
え
謹
ん
で

　新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

代
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理
事
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日
頃
か
ら
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
観
測
史
上
最
も
平
均
気
温
が
高
く
、
高
温
に
よ
る
作
物
へ
の

影
響
や
気
候
変
動
と
い
え
る
異
常
気
象
で
突
風
や
降
雹
の
被
害
も
甚

大
で
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
こ
こ
ろ
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
、
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
な
い
状
況
で
あ
り

ま
し
た
が
、
５
月
に
５
類
に
移
行
し
、
日
常
生
活
も
コ
ロ
ナ
前
の
状

況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
有
事
お

よ
び
急
激
な
円
安
に
と
も
な
う
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
、

県
産
農
畜
産
物
の
安
定
生
産
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
、
危
機
的

な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
に
、
管
内
選
出
の
議
員
へ
食
料
安
全
保
障
強

化
に
向
け
た
要
請
書
の
提
出
、
課
題
共
有
と
情
報
発
信
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
食
糧
安
全
保
障
の
不
安
や
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
な
ど
、農
業
、農
村
、そ
し
て
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
様
式
、
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

日
本
の
食
や
地
域
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
け
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
当
茨
城
む
つ
み
農
協
は
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
に

喜
ば
れ
る
農
協
に
し
て
い
け
る
の
か
を
モ
ッ
ト
ー
に
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
進
め
る
一
つ
と
し
て
、
農
畜
産
物
生
産
者
と
の

対
話
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
生
産
組
織
役
員
と
青
年
部

役
員
の
皆
様
が
役
職
員
と
直
接
話
し
合
う
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
意
見
交
換
が
で
き
、
組
合
員
・
農
業
者
の
為
に
な
る
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
課
題
解
決
に
向
け
て
国
や
県
、
市

町
と
協
議
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
の
場
と
し
て
は
、
昨
年
初
開
催
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
４
年
ぶ
り
に
企
画
し
た
団
体
旅
行
、
さ
ら
に
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
な
ど
の
女
性
部
活
動
な
ど
、
各
イ
ベ
ン

ト
も
再
開
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
、地
域
の
人
々
の
健
康
管
理
、介
護・福
祉
、防
災・防
火
、交
通
事

故
未
然
防
止
、
生
活
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
、
地
域
農
業
振
興
な
ど

の
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
協
同
組
合
の
原
点
で

あ
る
組
合
員
と
の「
対
話
」を
通
じ
、
組
合
員
や
地
域
の
人
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
新
年
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
と
ご
要
望
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　茨城むつみは11月11日～12月２日の４日間、各支店でむつみ感謝ＤＡＹを開催しました。イベントでは、食料品や
野菜果物、肥料農薬の販売、農機具の展示などを行い約2800名の方にご来場いただきました。
　また、くらしの活動の一環として来場された方にJA茨城むつみオリジナルパックライス『ふっくらむつみごはん』
の配布や地元野菜、バラ、ＪＡ米コシヒカリなどの無料配布、ローズポークの試食、キッズコーナではＵＦＯキャッ
チャー、射的、スーパーボールすくいなどを行いました。

日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！

ご来場ありがとうござ
いました！！

猿島中央支店 11/25

総和支店 11/18

境支店 11/18

古河支店 11/11

三和支店 12/２

五霞支店 11/25
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外
国
人
実
習
生
受
入
農
家
調
印
式

相
続
セ
ミ
ナ
ー
『
事
前
対
策
』
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
で
は
12
月
８
日
、
本
店
会
議
室
に
お
い
て
【
大
切
な

家
族
が
し
あ
わ
せ
で
あ
る
た
め
に
、
今
か
ら
考
え
よ
う
！
】
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
士
業
に
よ
る
相
続
セ
ミ
ナ
ー
『
事
前
対
策
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
、
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
し
、
講
義
内
容
を
二
部
構
成
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

　
一
部
で
は
、
和
野
聡
司
法
書
士
か
ら
遺
言
・
相
続
登
記
に
つ
い
て
、
二

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
12
月
６
日
、
本
店
に
て
外
国
人
技
能

実
習
生
受
入
農
家
の
受
入
及
び
契
約
更
新
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
Ｊ
Ａ
と
受
入
農
家
が
外
国
人
実
習
生

制
度
の
実
施
に
関
し
て
委
託
契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
調
印
式
に
際
し
て
の
挨
拶
で
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合
長
は
、

「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
改
正
に
向
け
て
の
有
識
者
会
議

最
終
報
告
書
が
国
に
提
出
さ
れ
、
今
後
は
「
人
材
確
保
と
人

材
育
成
」
を
目
的
と
す
る
新
た
な
制
度
が
創
設
さ
れ
る
予
定

部
で
は
、大
川
春
樹
税
理
士
（
会
計
士
）
か
ら
贈
与
税・相
続
税
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
質
問
時
間
で
は
、
参
加
者
よ
り
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
講
師
が
一
つ
一

つ
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
参
加
者
よ
り
「
是
非
、
今
後
も
継
続
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
御
意
見
や
個

別
相
談
の
申
込
み
な
ど
受
け
、今
ま
で
は
相
続
発
生
後
の
手
続
き
支
援
で
し
た
が
、「
事
前
対
策
」

と
し
て
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
新
た
な
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
も

的
確
な
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
は
実
習
生
の
新
た
な
受
入
、
ま
た
は
契
約
更
新
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
受
入
農
家
と
Ｊ
Ａ
が
調
印
し
、
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

契約書を取り交わす石塚組合長と実習生受入農家

手
作
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
で
は
12
月
21
日
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
き
ま
し
た
。
施
設
内
に
大
き
な
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
サ
ン
タ
の
帽

子
を
か
ぶ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
雰
囲
気
満
点
。

　
午
前
中
は
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
。
大
き
な
箱
に
入
っ
た
お
菓
子
を

ひ
と
つ
か
み
で
ど
れ
だ
け
ゲ
ッ
ト
で
き
る
か
で
皆
さ
ん
意
気
揚
々
と
手

を
突
っ
込
み
ま
し
た
。
あ
ま
り
欲
張
る
と
穴
か
ら
手
が
抜
け
な
く
な
る

の
で
サ
ジ
加
減
が
必
要
。
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
が
作
っ

た
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
野
菜
ポ
ー
チ
を
お
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
を
用
意
し
、
た
っ
ぷ
り

と
生
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
上
に
苺
、
キ
ウ
イ
、
み
か
ん
を
思
い
思
い
に
並
べ
、
フ
ル
ー
ツ
で
彩

り
よ
く
デ
コ
レ
ー
ト
さ
れ
た
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
ケ
ー
キ
の
個
性

も
さ
ま
ざ
ま
。
職
員
が
ケ
ー
キ
を
切
り
分
け
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
分
け
る
と
、「
き
れ
い
に

で
き
た
か
ら
、
食
べ
る
の
も
嬉
し
い
」
と
目
が
輝
き
ま
す
。
ま
た
味
も
皆
さ
ん
口
々
に
「
こ
ん

な
に
甘
く
て
お
い
し
い
も
の
久
し
ぶ
り
」
と
感
激
の
様
子
。
最
後
に
み
ん
な
で
ク
ラ
ッ
カ
ー
を

鳴
ら
し
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
」

　
童
心
に
帰
っ
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。



『遺言なんてまだ早いよ』
『家族みんな仲良しだから大丈夫だよ』
『うちには、 争うほど財産がないから大丈夫だよ』
　　　　　　　　　　　　　　　　そう思った人は、 注意が必要かもしれません。
 　　　　　　　　　　　　　　　　遺言書がないために、 大切な家族が争う事例が年々増えています。

相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・ 司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報 No.5

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先

遺言書を作成しましょう！
遺言とは、 生前における最終的な意思を、 死亡した場合に実現させるための制度です。

Ｑ：遺言書はどうやって作るの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　Ａ：自筆証書遺言、 公正証書遺言、 秘密証書遺言の３種類（普通方式遺言）があります。
Ｑ：自分で書いても大丈夫なの？
 　Ａ：自筆証書遺言は遺言者が本文を自分で書きます。
 　　　メ  リ  ッ  ト：手軽に作成、 費用がかからない、 法務局で預かってもらえる 『遺言書保管制度が開始』
 　　　デメリット：形式に厳格なルール （署名忘れや㊞が押されてなかったりで、 無効になってしまう）
Ｑ：公正証書遺言とは？
 　Ａ：公証人に作成してもらう遺言書のことです。
 　　　メ  リ  ッ  ト：公証人が関与するので確実性が高い、自宅や病院に出向いてもらって作成できる。
 　　　デメリット：費用がかかる、 手間がかかる、 証人２人が必要。

相談無料相談無料
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績
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Ａ
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Ａ
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績
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損
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用
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４
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10
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Ａ
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行
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制
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備
強
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指
針
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対
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に

つ
い
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案
）

　第357号の答えは、「フユジタク」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●江森　一郎 ●大木　孝子 ●知久　正子
●初見　　太 ●大木　祐子 ●鈴木　大次

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
１
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
も
っ
た
記
事
は
、

　
ど
れ
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
総
務
企
画
課
　
行

404060363

当
選
者

11 月号の答え

⬇タテのカギ
1
2
3

5
6
8
12
13
14
15
16
17
19

おせち料理にも使うニシンの卵巣の加工品
旅行前にーブックを買った
俳人が名作を生み出した地に建てられているこ
とも
北を向いたときに西になる方向
丁寧にいうとご飯です
横綱を先導して土俵に上がります
セイウチの口からによっきり
農地ー、道路交通ー
ＤＮＡが含まれる体の設計図。ー操作
猫が中で丸くなっているかも
不要物を可燃、ー、資源ごみに分別した
彼女はーを言わせず彼を外に連れ出した
エレベーターの表示では「Ｂ」

➡ヨコのカギ
大学入学共通テストの理科の科目の一つ
キウイやポンカンの生産量が日本一の県
エッセーともいいます
かつお節や昆布で取ります
ガラガラとうがいをして洗うもの
ゆでた麺をざるにあけて行います
大股の人は広めです
カメやカッパの背に付いています
ーや硯（すずり）を用意して書き初め
をした
カラオケで楽しむもの
ーの計は元旦にあり
旧暦の 1 月の異称
見張ること。ーカメラ

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
4
7
9
10
11
13
15
16

17
18
20
21

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
フ ユ ジ タ ク

手打ちそばを楽しむ利用者

「
ぬ
く
も
り
」
で
「
女
性
部
お
手
製
　
年
越
し
そ
ば
」

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」で
は
12
月
８
日
と
11
日
の
２
日
間
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
と
毎
年
恒
例
の
「
ち
ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
蕎
麦
は
、
茨
城
む
つ
み
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
元
の
そ
ば
粉
、

そ
し
て
手
打
ち
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
日
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ

る
く
ら
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
霞
地
区
と
総
和
地
区
の
女
性
部
の
皆
さ
ん

に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
日
の
朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
て
腕
を

振
る
っ
て
い
た
だ
き
、
打
ち
立
て
を
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ぬ
く
も
り
の
厨
房
で
は
蕎
麦
を
茹
で
、

つ
け
汁
と
天
ぷ
ら
を
添
え
て
出
来
上
が
り
。

　
手
打
ち
な
ら
で
は
の
格
別
の
蕎
麦
の
風
味
と
コ
シ
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
い
「
ほ
ん
と
美

味
し
い
ね
」「
最
高
！
」「
ほ
か
の
お
蕎
麦
と
は
や
っ
ぱ
り

違
う
ね
」
な
ど
楽
し
ん
で
い
る
模
様
。

　
「
お
蕎
麦
の
よ
う
に
細
く
長
く
過
ご
す
」「
今
年
の
苦
労

を
切
り
捨
て
、来
年
を
幸
運
で
迎
え
ら
れ
る
」そ
ん
な
意

味
を
持
つ
年
越
し
そ
ば
。来
年
を
笑
顔
で
過
ご
せ
る「
願

い
」
を
込
め
て
私
た
ち
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
女
性
部

の
皆
さ
ん
、
お
い
し
い
お
蕎
麦
、
ご
馳
走
様
で
し
た
。

五
霞
地
区
女
性
部
の
皆
さ
ん

総
和
地
区
女
性
部
の
皆
さ
ん

6 ＪＡ茨城むつみ　1月号



『遺言なんてまだ早いよ』
『家族みんな仲良しだから大丈夫だよ』
『うちには、 争うほど財産がないから大丈夫だよ』
　　　　　　　　　　　　　　　　そう思った人は、 注意が必要かもしれません。
 　　　　　　　　　　　　　　　　遺言書がないために、 大切な家族が争う事例が年々増えています。

相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・ 司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。
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ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先

遺言書を作成しましょう！
遺言とは、 生前における最終的な意思を、 死亡した場合に実現させるための制度です。

Ｑ：遺言書はどうやって作るの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　Ａ：自筆証書遺言、 公正証書遺言、 秘密証書遺言の３種類（普通方式遺言）があります。
Ｑ：自分で書いても大丈夫なの？
 　Ａ：自筆証書遺言は遺言者が本文を自分で書きます。
 　　　メ  リ  ッ  ト：手軽に作成、 費用がかからない、 法務局で預かってもらえる 『遺言書保管制度が開始』
 　　　デメリット：形式に厳格なルール （署名忘れや㊞が押されてなかったりで、 無効になってしまう）
Ｑ：公正証書遺言とは？
 　Ａ：公証人に作成してもらう遺言書のことです。
 　　　メ  リ  ッ  ト：公証人が関与するので確実性が高い、自宅や病院に出向いてもらって作成できる。
 　　　デメリット：費用がかかる、 手間がかかる、 証人２人が必要。

相談無料相談無料
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労災保険は、業務上の原因により怪我や疾病にあわれた労働者や遺族に対して、必要な保険給付を行い、
金銭的な援護を図る国の制度ですが、農業者の方も一定の要件のもとに特別加入という形で加入すること
ができます。

農業者の方も労災保険に加入できます♪農業者の方も労災保険に加入できます♪
加入申込２月末まで
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